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この書は､ 原本の巻頭の言葉から､ 目次､ 目次の通りの頭部から足の先までの局部にある骨・
筋肉・仕組などの図とその解説とにより構成されている｡
｢巻頭の言葉｣ について
著者によると､ 巻頭の言葉の第一声の原理にあると思われる｡ それは ｢筋肉の動きは自然の
摂理｣ であり不変なものであるとしている｡ その簡素な筋肉の動きにある｡
この筋肉の動きにより人体が動かされているのは､ 現代においてほぼ常識となっている｡ 筋
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さらに､ 著者は､ 巻頭の言葉の末行において､ 運動をもたらす骨と筋肉の構造について述べ､
それを理解する事により､ 人体表現上に影響をもたらすものであると述べている｡
本文と図について
原書では､ 目次の中で全身を頭から足のつま先までの間を頭部､ 首､ 手､ 前腕､ 腕 (上腕)､
肘､ 骨格､ 肩甲骨､ 胴､ 腰､ 骨盤､ 大腿､ 膝､ 脚､ 足の部分に分けて解説がなされている｡
その中で､ 著者の意図しているところをよく表していると思われる前腕､ 腕､ 肘の記述部分
と図 (24～55) について取上げる｡
前腕について
(24～25) では､ 前腕を前からの図と文章により骨､ 筋肉､ 構造､ 外形の説明がされ､
(26～27) では､ 裏面からの図と解説文により骨､ 筋肉､ 構造､ 外形の説明がされている｡
さらに､ (28～29) では､ 前腕にあって特徴のある橈骨と尺骨の構造と､ その仕組について
解説され､ また､ (30～31) では､ その橈骨の運動を起こす筋肉である回内筋や回外筋につ
いて説明され､ さらに､ (32～33) では､ 前腕の筋肉について詳しく説明されている｡
腕 (上腕) について
(34～35) では､ 前から骨､ 筋肉､ 動き､ 外形について図と文章で解説され､ 三頭筋､ 二
頭筋､ 上腕筋の関係が拮抗筋として紹介されている｡
(36～37) では､ 後から上腕部の骨､ 筋肉､ 動き､ 外形が図と文章により説明され､ 三頭
筋が対抗筋として説明され､ その対抗筋は述べられていないが､ それが動かす関節を蝶番関節
として紹介している｡
(38～39) では､ 外側面からの､ 骨､ 筋肉､ 構造､ 外形について図と文章によって解説さ
れ､ 筋肉の拮抗関係や腕の構造が回転運動にとって重要であると述べられている｡
(40～41) では､ 内側面からの骨､ 筋肉､ 構造､ 外形について図と文章によって解説され､
肘が蝶番関節でありその仕組と､ 自在に動く事が述べられている｡
(42～43) では､ 蝶番状の前腕と腕の関節構造について述べられている｡ その中で一部疑
問の残る所があるが､ その他の解説について間違いはないと思われる｡
(44～45) では､ 上腕にある二頭筋､ 三頭筋の拮抗関係について述べられ､ その外形も図
示されている｡
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これは､ 決められた原則であると思われる｡ それは､ 筋肉の収縮が､ 筋肉の中央に向かって




理由に､ 私たちは形の変化やふくらみの下に筋肉を見付ける｡ ある時は二本の､ ある時は三本







































































































































































































１. 橈骨 ２. 尺骨
橈骨は手首で手の親指側にある｡ これは車輪状の動きを持って作用する｡ この骨は斜めにね





















位置に固定する為に丈夫な紐によって互いに支えられている｡ 繊維と針金､ すなわち､ 筋肉と
腱は､ 関節が骨に動きをもたらす方向に骨を引っ張る目的の為に挿入される｡ 橈骨は手を支え
るだけである｡ 手の親指側は､ 体の内外に向ける時､ 前腕の二本の骨と同じ状態である｡ 親指
が外に向いている時は平行に､ 親指が内向きの時は互いに交差する｡ 橈骨は尺骨の周りを環状
に移動する｡ 前腕は､ 前腕の支点となる肘で旋回し､ 結び付けられる｡ このテコの端に手があ










































量として､ 前腕の内側の筋肉よりも高い位置にある｡ 一般的に､ これらの筋肉群は､ 前腕の後
を下へ通り､ 環状の手首の靭帯と呼ばれる帯によって一カ所で支えられている手首を通る腱に
分類される｡
３. 腕が直角に屈げられたり､ 手が肩の方に向けられたりする時､ 屈筋群は収縮運動を起こ









































































































































３. 前上腕筋： (､ 腕について
いる；	








































































































































人間の体には骨の構造がある｡ この構造は骨格と呼ばれる｡ 筋肉群はこの骨格を動かす｡ 筋
肉群と骨格は､ あらゆる機構を構成している部分が個々の部分を表現する名前を与えられると
同様に名付けられる｡ 腕の前にある筋肉は二つの頭を持ち､ 従って､ 二頭筋と呼ばれる｡ 後に
は三頭筋と呼ばれる三つの頭を持つ筋肉がある｡ 烏口腕筋は肩甲骨のクチバシ状の突起上から
起始することにより名付けられる｡




２. 三頭筋は腕の後側にある｡ これは上腕骨の全体に渡って広がり､ 三つの部分に分けられ
る｡ これの外側頭は上腕骨の外側および上部の外表面を占める｡ 内側頭は骨の内側と下側の部

















一本の筋肉は収縮によってのみ動く｡ 同様に指が屈げられ､ 前腕が屈げられる｡ 腕の前の部分
の上にある筋肉の収縮によって筋肉は肘を屈げ､ 後の筋肉は腕を伸ばし､ 真直ぐにする｡ 前腕















とした動きを引き起こす｡ これは拮抗筋のゆるやかな緩和である｡ たとえば､ 二頭筋と上腕筋
が上腕の前に置かれ､ それらの収縮により､ それらは肘を屈げる｡ もし､ 力が全く入れられな
いと､ 前腕を下の方にぶら下げる｡ ゆっくりとした動きと同じ仕組が全ての肢部位と体部のあ
らゆる動きに備わる｡








































































３. ここで腕と前腕の骨がつながる｡ これは前からの図である｡ 上の上腕骨は腕が屈げられ








によって完全に覆われる｡ 下は､ 内顆と外顆は肘の近くの表面まで達する｡ 内顆はより見えや
すく､ 外顆は､ 腕が真直ぐにされる時､ 筋肉によって隠される｡ 腕が屈げられる時､ より突出
し､ より容易に探すことが出来る｡
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